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はじめに 

 

AIS（船舶自動識別装置）は、船舶に設置することで、呼出符号や船名等の静的情報と位置情報や対

地速度等の動的情報を、他の船舶や陸上施設との間で自動的に送受信することを可能にする。AIS の

設置によって複数の船舶の情報を常に把握できるため、船舶の安全航行と遭難救助だけでなく、衝突

防止と海上交通管制にも活用されている。他方、海外では、本来の用途を外れ、AIS を漁具・生物等に

設置し位置追跡に利用する例が報告されており、船舶の安全航行や AIS 回線の負荷への影響が懸念

されていた。 

そのような背景を踏まえ、ITU-R（国際電気通信連合）等の国際機関では AIS 及び GMDSS（海上

における遭難及び安全に関する世界的な制度）を保護するための規制が検討され、AIS 技術を利用す

る無線機器が AMRD（自律型海上無線機器）として制度化された。日本においても、AIS 技術によって

物の位置の追跡及び確認を行うという利用ニーズが想定されるところであり、国際的な動向も踏まえ、

AMRD の早期導入が期待されている。 

本調査検討会では、国内の制度化に向けて次年度以降に実施予定である実証試験の実施や技術的

条件の策定に資するよう、国内で想定される AMRD 利用形態の調査やシステム要件や周波数共用条

件の検討等を行った。また、上記の検討を踏まえ、制度の策定要件や関係法令への適用課題、実証試

験課題についても整理を行った。 

本報告書は、これらの成果を取りまとめたものであり、次年度以降は本年度の検討結果をもとに、免

許制度及び認証制度の素案検討や実証試験の実施等、AMRD の導入に向けた更なる取り組みが進め

られることが期待される。今後も検討は継続されるところであるが、本検討会での成果が、ユーザやメー

カのニーズを踏まえた AMRD 普及の一助となれば幸いである。 

終わりに、本調査検討会に参加いただき知見をご共有いただいた委員各位、さらにはヒアリング調査

にご協力いただいたユーザ・メーカの皆様に対し、心より感謝申し上げる。 

 

自律型海上無線機器（AMRD）の導入に向けた調査検討会 

座長  陳 強 
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